
キラリンタイム指導計画案（ロング・ショート） 

担当者（ 河 林 ） 

 

日時 平成２３年９月２７日（火） １３：３５～１３：５５（20 分間） 

題材名 「1 本の線から･･･こんな絵できた！」 

ねらい 
・ 与えられた 1 本の線から想像をふくらませ、発想した絵を楽しんで表現する。（発想） 

・ ゆっくりな線、きれいな色を意識して、ていねいに表現する。（技能） 

題材に 

ついて 

かかれている線からイメージを広げ、イメージをふくらませながら楽しんで表現し、多様な

発想の面白さを味わう題材である。1 本の線を縦から見たり横から見たりして、多様な見方か

ら広がる発想を大切にし、一人ひとりの多様な表現のよさや面白さを互いに認め合えることが

でき、表現の楽しさだけでなく、鑑賞の楽しさも味わえる題材だと考える。「みんなちがって

みんないい」ということを、この題材を通して感じられるのではないかと思う。 

準備物 ○ ピグマペン  ○ 色鉛筆またはパスティック ○ 線がかかれた紙 

学習の 

流れ 

１ 放送の指示で、必要な材料用具を準備する。 

２ 放送を聴き、題材とめあてを確認する。 

☆ 題材名 「１本の線から･･･こんな絵できた！」 

☆ めあて  

① 1 本の線から想像をふくらませて絵をかこう。 

② ゆっくりな線、きれいな色で、ていねいにかこう。 

３ キラリンタイムの約束を再度確認し、表現し始める。 

☆ 約束 ・心をこめて一生懸命に ・鉛筆の下書きはなし ・おしゃべりはしない 

４ 作品の仕上げをする。 

※下のほうに「作品名」○－○（クラス）名前（苗字だけ）を書く。 

留意点 

・ ＴＩ（担当）が放送で導入をしているとき、①題材名①題材名①題材名①題材名 ②②②②めあてめあてめあてめあて を板書する。 

・ 用紙を配るときは放送で指示する。 

・ 題名や名前も絵のうちと考えるようにする。（字の大きさ、位置を考えてかくようにする。） 

・ 指導に当たっては、ほめることほめることほめることほめることと励ますこと励ますこと励ますこと励ますことに徹する。 

・ 表現の内容に注文をつけない（思うままの表現を保証する）。 

・ 早くできた児童は、ほかの学習をして静かに待つ。時間内にできなくて続けたい児童は、

休憩時間等で仕上げる。（途中で終わりにしたい児童はそれでもよい）。 

・ 何も思い浮かばない子には、無理にかかさない。 

 

 

  板書例  

 

 

「1 本の線から･･･こんな絵できた！」 

 

めあて 

① １本の線から想像をふくらませて絵をかこう 

② ゆっくりな線、きれいな色で、ていねいにかこう 


